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研究成果の概要（和文）： 

本研究では，本来直接観察・サンプル採取を行えない日本列島のような島弧深部相当（最上

部マントル／下部地殻）でのプロセスを理解するために，アルバニアなどに露出するオフィオ

ライトに着目し，野外調査および，採取した試料の解析を行った。その結果， 島弧深部相当，

特にマントル相当の岩相について下位から上位にかけて（１）中央海嶺とは異なり，流体の流

入を伴うようなマグマ活動に関連した岩相が上位にかけて増加すること，（２）かんらん岩層の

上位には，シリカの付加が普遍的に観察されること，（３）これまで中央海嶺環境で形成されて

来たと考えられていた西側部分について，一部が島弧でのマグマ活動および加水作用をうけて

いることを明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 

In order to understand the maturing processes in the deeper part of the Island arc 
systems, we examined arc-related ophiolites and related rocks from all over the world, 
particularly in the Mirdita ophiolite, Albania. Based on our filed works coupled with 
geochemical analyses, we concluded the maturing processes in the deeper part of the Island 
arc system as follows: (1) Effect of influx melting due to infiltration of hydrous 
fluids/melts are increased toward the upper section of the peridotite section, i.e., the 
upper most mantle section, (2) Silica-enrichment is caused by interaction with 
slab-derived hydrous fluids, (3) Peridotite massifs in the Western Mirdita Ophiolite, 
which had been interpreted to be of mid-ocean ridge origin, were originally formed at 
mid-ocean ridge setting, but was also affected by arc-related hydrous fluids/melts, 
resulting in the formation of fertile peridotite, such as amphibole-rich peridotites.  
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１．研究開始当初の背景 
海洋地殻と溶け残りかんらん岩で構成され
る海洋プレートの一部は，沈み込み帯で沈み
込むプレートの上盤に位置し，島弧環境へと
転じる。プレートの沈み込みに伴い島弧は成
熟し，大陸的な性質へと改変して行く。島弧
／大陸地殻はシリカに富み，液相濃集元素を
局所的に分別させている点で地球固有の惑
星進化として重要である。島弧深部のプロセ
スを解明するために，火山岩，高圧実験，数
値シミュレーションなどが行われているが，
島弧深部を直接観察・試料採取ができないた
め，『現場検証』を行うことは現在のテクノ
ロジーをもってしても不可能である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，過去の島弧物質が広域的に
露出したと予想したアルバニア・オフィオラ
イトなどの地殻—マントル境界相相当領域を
調査し，これまで決定的に欠けていた『水／
マグマが島弧成熟に実際にどのように関与
しているのか？』という具体的な情報につい
て明らかにすることである。 
 
３．研究の方法 
本研究では，世界の中でも過去の島弧深部
（地殻−マントル境界相当）が露出する領域
（特に，アルバニア・オフィオライト）につ
いて，地質調査を行い，それぞれの物質の空
間的関係を把握しながらサンプリングを行
う。これらの試料に対し，岩石学的記載，お
よび地球化学的な分析を行うことで，（１） 
島弧環境での水／マグマの化学的特徴と移
動形式・規模，（２）島弧環境の影響を受け
る前の海洋環境，（３）下部地殻の再溶融に
よる島弧／大陸性マグマの生成の検証，（４）
島弧深部成熟過程の定量的モデルの構築と
検証 について検討する。 
 
４．研究成果 
島弧深部相当，特にマントル相当の岩相につ
いて下位から上位にかけて（１）中央海嶺と
は異なり，流体の流入を伴うようなマグマ活
動に関連した岩相（図１）が上位にかけて増
加すること， 
（２）かんらん岩層の上位には，シリカの付
加が普遍的に観察されること，（３）アルバ
ニア・オフィオライトにおいてこれまで中央
海嶺環境で形成されて来たと考えられてい
た西側部分について，一部が島弧でのマグマ
活動および加水作用をうけていることを明
らかにした。 
 
 
 
 
 

 
 

図１ 流体の流入溶融を受けた地球化学的
証拠 

図２ シリカの付加（黄色矢印） 
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